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や
蓄
電
池
な
ど
の
設
備
導
入
を
国
策
と
し
て
組
み
込

ん
で
い
る
。

　

注
目
を
集
め
る
東
京
都
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
義

務
化
も
、
こ
う
し
た
国
の
方
針
が
あ
っ
て
の
取
り
組

み
で
あ
り
、
設
備
の
導
入
は
加
速
し
て
い
く
と
見
ら

れ
る
。

　

そ
う
し
た
背
景
に
は
、
２
０
２
１
年
４
月
の
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
本
部
及
び
米
国
主
催
の
気
候
サ
ミ

ッ
ト
に
て
、
菅
首
相
（
当
時
）
が
「
２
０
５
０
年
目

標
と
整
合
的
で
、
野
心
的
な
目
標
と
し
て
、
２
０
３

０
年
度
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
を
２
０
１
３
年
度
か
ら

46
％
削
減
す
る
こ
と
を
目
指
す
。」
と
表
明
し
た
が
、

「
野
心
的
」
と
表
現
し
た
理
由
は
、
国
際
的
な
外
圧

に
よ
り
、“
非
現
実
的
な
目
標
を
押
し
付
け
ら
れ
た
”

た
め
で
あ
る
。

　

ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
期
待
さ
れ
る
洋
上
風
力
は
ま
だ

黎
明
期
、
原
発
は
国
民
世
論
も
あ
り
、
再
稼
働
が

中
々
進
ま
ず
、
太
陽
光
の
導
入
を
急
速
に
進
め
る
他

な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
こ
う
し
た
太
陽
光
推
進
の
裏
に
は
次
の

よ
う
な
リ
ス
ク
も
あ
る
が
、
議
論
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
に
筆
者
は
危
機
感
を
抱
い
て
い
る
。

　
導
入
が
先
行
し
、
議
論
が
後
を
追
い
か
け
る

　

一
つ
目
は
「
人
権
問
題
」
で
あ
る
。
現
在
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
主
要
原
料
で
あ
る
シ
リ
コ
ン
は
世
界
生

産
の
約
４
割
が
中
国
・
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
と
言

わ
れ
て
い
る
。
同
自
治
区
で
は
強
制
労
働
が
疑
わ
れ

て
お
り
、
米
国
で
は
２
０
２
２
年
６
月
、
強
制
労
働

で
生
産
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
明
白
に
証
拠
を
示

す
こ
と
が
で
き
な
い
限
り
、
同
自
治
区
が
関
与
す
る

産
品
輸
入
を
原
則
禁
止
す
る
「
ウ
イ
グ
ル
強
制
労
働

防
止
法
」
を
施
行
し
た
。

　

そ
う
し
た
背
景
か
ら
世
界
で
は
中
国
離
れ
が
進
ん

くにまもりの提言

　
太
陽
光
へ
集
ま
る
期
待

　

５
月
21
日
に
閉
幕
し
た
Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
７

カ
国
合
わ
せ
た
太
陽
光
発
電
の
導
入
量
を
、
２
０
３

０
年
ま
で
に
１
Ｔ
Ｗ
以
上
と
、
現
状
の
３
倍
強
に
増

や
す
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
国
際
社
会
の
脱
炭
素
化

は
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
抗
う
こ
と
の
で
き
な
い
潮

流
と
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
で
も
第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
て
、

太
陽
光
発
電
の
電
源
構
成
比
を
２
０
１
９
年
の
７
％

か
ら
２
０
３
０
年
に
14
～
16
％
へ
と
目
標
を
設
定
し

て
い
る
。

　

他
に
も
、
フ
ィ
ル
ム
型
の
次
世
代
太
陽
電
池
「
ペ

ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太
陽
電
池
」
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

従
来
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
に
比
べ
、
厚
さ
は
１
０
０
分

の
１
、
重
さ
は
10
分
の
１
で
、
折
り
曲
げ
て
設
置
可

能
。
開
発
競
争
が
世
界
的
に
激
し
く
な
る
な
ど
、

「
太
陽
光
」
に
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

　
太
陽
光
以
外
に
選
択
肢
が
な
い

　

第
六
次
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
で
は
、
２
０
３
０

年
以
降
新
築
の
建
築
物
に
対
し
て
、
太
陽
光
パ
ネ
ル

◎
く
に
ま
も
り
の
提
言 

㉝
◎ 

太
陽
光
推
進
に
落
ち
る
影

 
～
導
入
先
行・議
論
は
後
追
い
～

安や
す

田だ

　
智も

と
は
る春

　

（
し
が
く
総
合
研
究
所
）
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で
い
る
が
、
日
本
で
は
２
０
年
度
時
点
で
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
輸
入
総
額
の
８
割
が
中
国
で
あ
る
（
出
典
：

「
貿
易
統
計
」〈
税
関
Ｈ
Ｐ
〉）。
我
が
国
は
ウ
イ
グ
ル

問
題
へ
の
明
確
な
姿
勢
を
表
明
し
て
お
ら
ず
、
Ｇ
７

で
も
唯
一
ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド
認
定
し
て
い
な
い
。

　

日
本
は
米
国
や
Ｅ
Ｕ
ら
“
西
側
陣
営
”
の
た
め
、

そ
れ
ら
の
国
か
ら
圧
力
が
か
か
り
や
す
い
。
西
側
陣

営
と
足
並
み
を
揃
え
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
撤
去
、
回
収
の
損
失
や
、
代
替
の
発
電

策
な
ど
対
策
は
進
ん
で
い
な
い
。

　

二
つ
目
は
「
再
エ
ネ
賦
課
金
の
更
な
る
上
昇
」
で

あ
る
。
太
陽
光
に
限
ら
ず
、
再
エ
ネ
全
体
の
内
容
で

は
あ
る
が
、
再
エ
ネ
賦
課
金
と
は
、
再
エ
ネ
を
導
入

し
て
い
る
個
人
や
企
業
が
発
電
し
た
電
気
を
国
が
買

い
取
り
、
そ
の
買
い
取
り
金
額
を
、
電
気
を
使
う
国

民
全
体
で
負
担
す
る
制
度
で
あ
る
。

　

Ｆ
Ｉ
Ｔ
制
度
の
改
正
に
よ
り
適
正
化
を
図
る
変
化

も
あ
る
が
、
現
在
一
人
当
た
り
平
均
年
間
１
万
円
を

超
え
る
賦
課
金
負
担
は
今
後
10
年
増
加
傾
向
に
あ
る
。

再
エ
ネ
賦
課
金
は
低
所
得
者
の
負
担
割
合
が
大
き
く

な
る
逆
進
性
が
問
題
視
さ
れ
て
お
り
、
賦
課
金
の
上

昇
は
低
所
得
者
を
更
に
追
い
込
む
こ
と
と
な
る
。

　

三
つ
目
は
「
発
電
事
業
者
へ
の
外
資
ス
テ
ル
ス
参

入
」
で
あ
る
。
基
幹
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
電
力
系
統
の

中
で
、
経
営
実
態
が
不
透
明
な
合
同
会
社
を
利
用
し

た
発
電
権
利
の
売
買
が
度
々
行
わ
れ
、
い
つ
の
間
に

か
外
資
が
保
有
し
て
い
る
状
況
に
な
る
。

　

電
力
自
由
化
は
裏
を
返
す
と
、
日
本
の
基
幹
イ
ン

フ
ラ
で
あ
る
電
力
供
給
に
対
し
、
実
態
不
明
の
企
業

や
外
資
の
ス
テ
ル
ス
参
入
を
「
政
治
が
許
し
た
制

度
」
と
も
言
え
る
。
実
際
に
山
口
県
の
岩
国
基
地
付

近
に
は
、
上
海
電
力
が
参
入
し
て
い
る
。

　

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
戦
争
で
基
幹
イ
ン
フ
ラ
が
狙
わ
れ

る
時
代
に
、
系
統
に
組
み
込
ま
れ
た
外
資
に
よ
る
意

図
的
な
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
を
起
こ
さ
れ
る
危
険
を
抱

え
て
い
る
。

　

今
回
３
つ
の
リ
ス
ク
を
挙
げ
た
が
、
こ
う
し
た
リ

ス
ク
に
対
し
、
委
員
会
で
も
「
検
討
す
る
」
等
の
一

方
的
な
質
問
だ
け
で
、
十
分
な
議
論
が
さ
れ
な
い
ま

ま
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
導
入
が
先
行
し
て
い
る
。
東
京

都
の
太
陽
光
パ
ネ
ル
設
置
義
務
化
に
つ
い
て
も
一
部

の
議
員
か
ら
は
、
税
金
の
投
入
効
果
や
住
宅
費
用
の

値
上
げ
幅
に
つ
い
て
も
試
算
す
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
を
放
置
し
た
ま
ま
、
太
陽
光
発
電

を
推
進
す
る
こ
と
は
果
た
し
て
国
の
た
め
に
な
る
と

言
え
る
だ
ろ
う
か
。

　
勢
い
で
の
推
進
に
「
待
っ
た
！
」�

�

十
分
な
議
論
を

　

冒
頭
か
ら
ご
紹
介
し
た
よ
う
に
、
世
界
が
脱
炭
素

に
傾
き
、
日
本
で
も
東
京
都
の
取
り
組
み
な
ど
、
太

陽
光
発
電
の
可
能
性
に
は
大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て

い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
西
側
陣
営
の
一
員
で
あ
る

日
本
が
、
外
圧
に
よ
り
野
心
的
な
目
標
を
掲
げ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
と
い
う
事
情
が
あ
り
、
他
の
発
電
で

目
標
達
成
が
見
え
な
い
以
上
、
太
陽
光
発
電
を
進
め

る
他
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
う
し
た
背
景
が
あ
る
と
は
い
え
、
導

入
推
進
が
先
行
し
、
人
権
問
題
や
再
エ
ネ
賦
課
金
の

更
な
る
値
上
げ
、
外
資
の
ス
テ
ル
ス
参
入
な
ど
の
リ

ス
ク
に
対
し
て
、
議
論
が
後
追
い
で
あ
る
現
状
に
大

き
な
危
機
感
を
覚
え
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
勢
い
で
の
太
陽
光
推
進
に
「
ち
ょ
っ
と

待
っ
た
！
」
と
警
鐘
を
鳴
ら
し
、
何
が
国
民
生
活
を

豊
か
に
す
る
の
か
、
し
っ
か
り
と
議
論
、
検
証
を
し

て
も
ら
い
た
い
。

くにまもりの提言

カ
レ
ン
ト
年
間
購
読
は
コ
チ
ラ
⇨


